
外字の移行手順 

データの取り出し 

古いパソコンの方で外字のファイルを見つけ USBメモリ等へコピーする。 

このとき直下に保存すると後々の作業が楽です。 

検索機能を呼び出し(xpの場合[スタート]－[検索]) 

eudc.*（半角英数）で、隠しフォルダ等含める設定で検索する。 

EUDC.EUF 

EUDC.TTE 

の二つのファイルを USBメモリの直下にコピーします。 

－注意－ 

場所は c:¥windows¥fontsの中ですが直接見に行って隠しフォルダ・ファイル表示にしても

見えないので検索で引っ張り出す必要があります 

 

データの移行 

新しいコンピュータでUSB メモリを挿入しドライブ番号をひかえる（ドライブ(F:)など） 

コマンドプロンプトを管理者権限で呼び出し 

（[スタート]－[アクセサリ]－[コマンドプロンプト]を右クリック管理者として実行） 

コマンドとして下記を入力し実行します。 

copy f:¥eudc.* %systemroot%¥fonts 

赤い下線は半角スペースキーです。 

2つのファイルがコピーされるので移行完了です。 

コピー時にエラーが表示されますがほとんどの場合で移行できています。 

(OSのバージョン違いまたは 32bit・64bitのせいか憶測になりますが移行はできます) 

－注意－ 

上記取り出し時と同様にこちら側ももとが見えないため、ドラッグアンドドロップでは移

行できませんコマンドプロンプトを利用して下さい 

 

新しいパソコンで外字エディタを開くとリスト表示画面で作成した場所のコードが「真っ

白」または「黒ぽっつん」で表示される場合 

ダブルクリックして中身が存在していたら[編集]－[同じコードで保存]を選ぶとリストの表

示も復活します。（大変ですが 1個ずつ行う必要があります） 


